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連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

 

当社は、当社連結子会社の株式会社グラモ（以下「グラモ社」）について、当社が保有しているグラモ社株

式の一部を、グラモ社の代表取締役社長後藤功へ譲渡することとなりましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．株式譲渡の理由 

 当社グループは、2020 年３月期までをBSR 導入期、2023 年３月期までをBSR 展開期、2026 年３月期までを

BSR拡大期とし、BSR展開期の最終年度では売上高80億円営業利益22億円、BSR拡大期の最終年度では売上高

200億円営業利益率30％の実現を目指しております。 

 そのような計画の下、2013 年９月にグラモ社株式を取得し約６年間に渡りグラモ社の HEMS（Home Energy 

Management System）関連機器を通じて、住宅内における音声認識技術の活用を拡げるべく、事業シナジーを

追求し続けてまいりました。しかし、グループ連携による事業シナジーの効果が一部あったものの、株式取得

した当初の想定に届いていない現状を鑑み、今後の両社の企業価値向上には、グラモ社が単独で事業運営を

行った方が最善であると判断いたしました。 

よって、当社が保有しているグラモ社株式の一部を、グラモ社の代表取締役社長後藤功へ譲渡することで両

社合意し、グラモ社が当社連結子会社および持分法適用関連会社の範囲から除外されることとなりました。 

 なお、当社は、グラモ社株式の一部を売却するものの 18.49％の株式は保有し、事業上の協業関係を維持し

てまいります。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社グラモ 

（２） 所 在 地 東京都豊島区東池袋三丁目23番13号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 後藤 功 

（４） 事 業 内 容 IoTプラットフォーム事業、IoT関連ハードウェア・ソフトウェア開発 

（５） 資 本 金 80百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2011年２月２日 

（７） 株 主 構 成 

株式会社アドバンスト・メディア 

EEIスマートエナジー投資事業有限責任組合 

NVCC7号投資事業有限責任組合 

後藤 功 

66.32% 

26.50% 

3.97% 

3.20% 

（８） 
上場会社と当該会社

と の 関 係 

資 本 関 係 
当社は当該会社の発行済株式の66.32％を保有しており

ます。 

人 的 関 係 当社の取締役および従業員が、当該会社の取締役を兼務



 

 

 

しております。 

取 引 関 係 
当社の音声認識技術のライセンスに関する取引関係があ

ります。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績および財政状態 

決算期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 

総 資 産 399百万円 347百万円 218百万円 

純 資 産 136百万円 65百万円 ▲77百万円 

１ 株 あ た り 純 資 産 206.62円 98.96円 ▲117.06円 

売 上 高 426百万円 410百万円 257百万円 

営 業 利 益 ▲74百万円 ▲67百万円 ▲139百万円 

経 常 利 益 ▲75百万円 ▲70百万円 ▲141百万円 

当 期 純 利 益 ▲75百万円 ▲70百万円 ▲142百万円 

１株当たり当期純利益 ▲114.93円 ▲107.66円 ▲216.01円 

１ 株 当 た り 配 当 金 ― ― ― 

 

３． 株式譲渡の相手先の概要 

名称 後藤 功 

住所 東京都清瀬市 

上場会社と当該個人の関係 
連結子会社である株式会社グラモ（当該会社）の代表取締役社長

であります。 

 

４． 譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

異動前の所有株式数 
628,150株 

（議決権所有の割合：66.32％） 

譲渡株式数 
453,000株 

（議決権所有の割合：47.83％） 

譲渡価額 非公表 

異動後の所有株式数 
175,150株 

（議決権所有割合：18.49％） 

 

５． 日程 

株式譲渡契約締結日（効力発生日） 2020年５月12日（2020年５月15日） 

株式譲渡実行日 2020年５月15日 

 

６. 今後の見通し 

 本件における 2020 年３月期連結業績予想の変更はございませんが、グラモ社の営業利益の損失計上が無く

なるため、当社グループ全体での収益力向上が見込まれます。 

以上 


